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名古屋大学同窓会支援事業

　名古屋大学はスーパーグローバル大学創成事業

（TGU）の採択によって，外国人留学生の受入を推進

し，学生たちが海外で学ぶ機会をより多く得られるよ

うに改革を進めており，多様な学生の学びの場の創出

が求められている。学生のなかには英語を用いて学位

取得を目指すものや，海外で教育を受けた日本人学生

の入学者も増えており，多文化共生型のキャンパスと

して改善・発展させる必要がある。こうした課題解決

に向けて，全学同窓会大学支援事業の支援を受け，学

生たちが大学の国際化に主体的に関わり，また卒業後

も国際社会において指導的な役割を果たす人材として

活躍するための合宿研修「Inspire Together」を企画

開催した。同研修は，2017年3月に立命館大学いばら

きキャンパスセミナーハウスにおいて，立命館大学と

合同開催された。また，同年7月18日には国連職員を

ゲストスピーカーに招聘し，「世界と関わる生き方」を

テーマにフォローアップ研修を実施した。

　合宿研修には，国際交流活動に携わっている学生や

関心を持っている学生34名参加した（名古屋大学15

名，立命館大学19名）。企画・運営は名古屋大学学生

実行委員8名，立命館大学学生実行委員1名が中心

に担った。合宿１日目は，学生たちが互いの大学に

おける国際交流活動の取組みに関するポスターセッ

ションを行い，その後グループに分かれて，国際交

流活動に携わる際の課題やニーズ（「Communication 

& Language」，「Breaking the Invisible Wall between 

International & Japanese students」，「International 

Students’ Needs」，「Organization and Teamwork」）に

ついて討議し，解決策について議論した。その後，モチ

ベーショングラフ作成を用いたセルフ・リフレクショ

ンを実施し，学習内容の強化と自己理解・他者理解の

促進を図った。2日目は，リーダーシップの理論につ

いて学び，リーダーシップのスタイルについて検討し

た。その後，学生時代に国際交流活動に携わり，現在

は社会人として活躍している卒業生を招いて，参加者

とともに今後のキャリアプランについて検討した。

Inspire Together グローバルピアサポーターのための 
リーダーシップ研修

国際教育交流センターアドバイジング部門

髙 木 ひ と み

ポスターセッションの様子 グループ討議の様子

　「国際交流に携わる際の課題やニーズ」
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　合宿を通して，参加学生たちは国際交流に携わるこ

との価値，方法，課題等についての理解を深めること

ができた。また，立命館大学との合同開催により，学

生間にネットワークが生まれ，その後の活動において

も大きな相乗効果が得られた。今後もアドバイジング

部門としてプログラムのさらなる改善と評価分析を進

め，学生たちの主体的な国際交流活動やキャンパスの

国際化への関わりを支援していく予定である。

（名古屋大学全学同窓会ニューズレター No.28, 2017. 

10を元に作成）
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